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【本日のメニュー】

◎ 阿蘇山の火山活動状況
地震活動による道路や家屋の被害は発生→地震活動による道路や家屋の被害は発生

→火山活動による災害は発生していない

１．現地観察
→湯だまりや火山灰

２．基盤的火山観測V-netのデータ紹介
→火山性微動の振幅変化 地震活動 地殻変動→火山性微動の振幅変化、地震活動、地殻変動



○噴火警戒レベ 火口周辺規制

◎阿蘇山の火山活動状況（気象庁発表）

○噴火警戒レベル２、火口周辺規制
（平成２７年１１月２４日１４時００分～現在）

○解説情報
（平成２８年７月８日１６時００分 福岡管区気象台発表）

１．火山活動の状況
中岳第一火口では、噴火は観測されていません。

遠望観測では、噴煙が最高で火口縁上７００ｍまで上がりました。

４日と５日に実施した現地調査では、前回（６月１０日）に引き続き、中岳第一火口
内に灰白色の湯だまり、ごく小規模な土砂噴出を確認しました。

５日に実施した現地調査では、火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は１日あたり１２
００トン（前回６月１５日１９００トン）と多い状態でした。

火山性微動の振幅は、小さな状態で経過しました。孤立型微動は多く、火山性地
震は少ない状態でした。

地殻変動観測では、火山活動に伴う特段の変化は認められません。

４月１４日以降、「平成２８年（２０１６年）熊本地震」による活発な地震活動が続い
ていますが、阿蘇山の火山活動には、この地震活動に伴う特段の変化はみられま
せん。 中岳第一火口では、時々小規模な噴火が発生していることから、今後も火
口周辺に影響を及ぼす噴火が発生する可能性があります



１．現地観察

赤線；現地観察の行動ライン(2016 5/13‐5/15)
地図ソフトカシミールを使用して表示

防災科学技術研究所 災害対応支援地図より作成
撮影：アジア航測株式会社（2016 4/29）

阿蘇山ロープウェー阿蘇山西駅付近より撮影(2016 5/14)



湯だまりの確認

○湯だまりの存在と土砂噴出も確認できた○湯だまりの存在と土砂噴出も確認できた。
○吉岡噴気地帯は遠望であるが、噴気活動が続いていた。

（日本活火山総覧 第４版）より

第135回火山噴火予知連絡会資料（気象庁）



火山灰の調査



火山灰の調査結果

第135回火山噴火予知連絡会資料（防災科研 その１）



火山灰の調査結果

第135回火山噴火予知連絡会資料（防災科研 その２）



噴火警戒レベル２（噴石・降灰範囲）

図 噴火警戒レベル２におけ
る噴石予想範囲（赤線）と降
灰予想範囲（黄色・橙色）灰予想範囲（黄色・橙色）
図中のVマークはV-net観測
点の位置を示す。

防災科学技術研究所 災害対応支防災科学技術研究所 災害対応支
援地図より作成



２．基盤的火山観測V-netのデータ紹介
火山性微動の振幅変化火山性微動の振幅変化

火山性微動の振幅は ２月から火山性微動の振幅は、２月から
３月上旬及び４月末から５月中
旬にやや大きな状態となり、 消
長を繰り返している。また、「長を繰り返している。また、「
平成28年（2016年）熊本地震
」発生直後の４月16日から18
日 にかけて一時的にやや大きな

熊本地震
余震活動 日 にかけて 時的にやや大きな

状態となった。（気象庁資料よ
り抜粋）

2016年、ごく小規模から小規模な噴火が２月 17 
日、18 日、３月４日、４月 16 日及び５月１日に
発生 した。

図３ 阿蘇⼭ 古坊中観測点上下成分の１分間平均振幅（2016年１⽉１⽇〜2016年７⽉７
⽇） 第135回火山噴火予知連絡会資料（気象庁）

気象庁資料より



地殻変動の状況

①

縮
・

膨
張 精密歴 速報歴

○GNSS観測では、４月16日マグニチュード
7.3の地震に伴う変化がGNSS観測に観測さ
れました（黒矢印）。

②

収
縮 ○熊本地震発生前と後におけるマグマの蓄積等を

示す顕著な変化は観測されていません。
○GNSS連続観測では、深部にマグマだまりが

あると考えられている草千里を挟む基線で、

③

2015年８月頃からわずかな伸びの傾向が認
められていたが、11月頃から 停滞している
。

④

⑤

⑥⑥

精密歴 速報歴

2014/7/1-2016/7/10 2016/6/18



震源分布図（防災科研）

防災科学技術研究所 災害対応支援地図より作成



阿蘇山 一元化による震源分布図
（2000 年 10 月～2016 年５月 31 日）

火山性地震は、３月に一時
的にやや多い状態となった
が、概ね少ない状態で経過
した 火山 性地震の震源した。火山 性地震の震源
は主に中岳第一火口直下の
ごく浅いところに分布した
他、第一火口から概ね５
km 程度の範囲で深さ１～km 程度の範囲で深さ１～
５㎞にも分布した。阿蘇山
周辺の主に北側では「平成
28年（2016年）熊 本地
震」の一連の活動が認めら震」の一連の活動が認めら
れる。
（気象庁資料より抜粋）

第135回火山噴火予知連絡会資料（気象庁）

この資料は気象庁のほか、国土地理院、九州大学、京都大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所
、国立研究開発 法人産業技術総合研究所及び阿蘇火山博物館のデータを利用して作成した。



ま と め

（１）噴火警戒レベルは２（火口周辺規制）のままです。
（２）火山性微動の振幅は ２月から３月上旬及び４月末から（２）火山性微動の振幅は、２月から３月上旬及び４月末から

５月中旬にやや大きな状態となり、 消長を繰り返してい
ますます。

（３）火山活動に関わる地震活動に顕著な変化は観測されて
いませんいません。

（４）火山活動に関わる地殻変動に顕著な変化は観測されて
いませんいません。

（５）今後とも、火山活動の動向に注視する研究を進めます。


